
令和 4年 第 1回水巻町議会 定例会 会議録 

 

令和 4年第 1回水巻町議会定例会第 1回継続会は、令和 4年 3月 4日 10 時 00 分、水

巻町議会議事堂に招集された。 

 

１．出席議員は次のとおり 

 

   1 番  白 石 雄 二 

 

   2 番  廣 瀬   猛 

 

   3 番  津 田 敏 文 

 

   4 番  大 貝 信 昭 

 

   5 番  岡 田 選 子 

 

   6 番  中 山   恵 

 

   7 番  山 口 秀 信 

 

 

   8 番  舩 津   宰 

 

    9 番  髙 橋 惠 司 

 

   10 番  入 江   弘 

 

   11 番  住 吉 浩 徳 

 

   12 番  松 野 俊 子 

 

   13 番  久保田 賢 治 

 

   14 番  水ノ江 晴 敏 

 

 

 

２．欠席議員は次のとおり 

 

    

  



３．議場に出席した議会事務局の職員は次のとおり 

 

   局 長 ・ 山 田 美 穂 

 

   係 長 ・ 藤 井 麻衣子 

 

   主 任 ・ 松 﨑   淳 

 

４．地方自治法第 121 条の規定により、議場に出席したものは次のとおり 

 

町 長   美 浦 喜 明 

 

副 町 長   吉 岡   正 

 

教 育 長   小 宮 順 一 

 

総 務 課 長   大 黒 秀 一 

 

企 画 課 長   増 田 浩 司 

 

財 政 課 長   蔵 元 竜 治 

 

住宅政策課長   古 川 弘 之 

 

税 務 課 長   植 田 英次郎 

 

住 民 課 長   川 橋 京 美 

 

地域づくり課長   土 岐 和 弘 

子育て支援課長   吉 田   功 

 

福 祉 課 長    洞ノ上 浩 司 

 

健 康 課 長   手 嶋 圭 吾 

 

建 設 課 長   北 村 賢 也 

 

 産業環境課長   藤 田 恵 二 

 

 下水道課長   岡 田 祐 司 

 

 会計管理者   服 部 達 也 

 

 学校教育課長   佐 藤   治 

 

生涯学習課長   高 祖   睦 

 

 図書館・歴史資料館館長   山 田 浩 幸

  

５．会議付託事件は次のとおり 

 

   別紙のとおり 

 

 



 

 

 

 

令和 4 年 3 月 定例会 

（第 1回） 
 

第 1回継続会 

 

 

 

 

本会議 会議録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 4 日 

水 巻 町 議 会
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令和 4 年 第 1 回水巻町議会定例会第 1 回継続会 会議録 

 

令 和 4 年 3 月 4 日 

午前 10 時 00 分開議 

 

議 長（白石雄二） 

出席 14 名、定足数に達していますので、ただいまから令和 4年第 1回水巻町議会定例会第 1

回継続会を開きます。 

 

日程第 1 諮問第 1号 

議 長（白石雄二） 

日程第 1、諮問第 1号 使用料減免不決定処分に係る審査請求についてを議題といたします。

ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、諮問第 1号 使用料減免不決定処分に係

る審査請求については総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 2 同意第 1号 

議 長（白石雄二） 

日程第 2、同意第 1号 水巻町教育長の任命についてを議題といたします。 

これから審議いたしますが、教育長は地方自治法第 117 条に規定されている除斥の対象では

ありませんが、人事案件でありますので、本議案終了まで教育長に退席を求めます。 

 

［ 教 育 長 退 場 ］ 

 

 ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。はい、岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 教育長がいらっしゃる――。採決のときにだけですね、退席されるかと思ってたんですけど。

教育長にお聞きしたいと思ってたんですね。 

 今回、3期目をですね、教育長を任命するに当たってですね、その大きな理由っていうかです

ね、教育に対する今の小学校・中学校、大変なコロナ禍の中で大変な状況にあると思います。

その中で、これまでの様々な問題・課題、それと今後に向けてですね、どういうふうに子供の

学力と心の健康を守っていくかっていうことについて、ちょっと一言お聞きしたかったんです

けど、誰がお答えしていただけるんでしょうか。 
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議 長（白石雄二） 

はい、町長。 

 

町 長（美浦喜明） 

それでは、私のほうからお答えさせていただきます。 

まず教育改革がありまして、1期目は教育委員の互選ということで小宮教育長になりました。 

2 期目は私が提案をして、そして任期 3年です。今、7年ということになります。本来であれ

ば大体 8年。もう 1年していただくところをですね。 

まあそういう中で、今、学校の改革もどんどん進んでおりますし、また、今の教育長の方針

であります、「みんなで育てよう水巻の子ども」ということを、常々実践していただいておりま

すし、ようやく 7校の小中学校の人事関係も上手くいって――。 

まあ御承知のように、今のところ、若い先生を入れていただいて、そして学校と地域と一緒

になってですね、教育関係の推進をしていただいているということで、私としては、今、最も

ふさわしい教育長ではないかということで、提案をさせていただきました。 

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

はい、岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 もちろん賛成はいたしますが、今度、文厚産建委員会でですね、やはり新たに教育長になら

れたときにですね、一言御挨拶っていうか、所信というか、そういうものを文厚産建委員会の

ときに発言していただいたらどうかなというふうに要望いたしますが、いかがでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

採決の後にお願いしたいと思います。いいですか。 

ほかにありませんか。質疑を終わります。ただいまから討論を行います。御意見はありませ

んか。 

― 意 見 な し ― 

 

議 長（白石雄二） 

討論を終わります。只今から、採決を行います。同意第 1号 水巻町教育長の任命について、

これに同意することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

はい、結構です。賛成全員と認めます。よって、同意第 1号は、同意することに決しました。 

暫時休憩いたします。 
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午前 10 時 05 分 休憩 

午前 10時 07 分 再開 

 

日程第 3 報告第 1号 

議 長（白石雄二） 

再開いたします。日程第 3、報告第 1号 令和 3年度水巻町一般会計補正予算（第 7号）の専

決処分の報告についてを議題といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありません

か。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいまから討論を行います。御意見はありませんか。岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 報告第 1号 令和 3年度水巻町一般会計補正予算（第 7号）の専決処分の報告につきまして、

賛成の立場から討論いたします。 

 今回、この大きな補正の主なものは、子育て世帯臨時特別支援事業費補助金です。これにつ

きまして県下でも数少ない自治体でですね、水巻町が所得制限なしで、全ての子供たちにこの

給付金を支給できたということを評価いたしまして、賛成討論といたします。 

 以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかにありませんか。討論を終わります。ただいまから、採決を行います。報告第 1号 令

和 3年度水巻町一般会計補正予算（第 7号）の専決処分の報告について、承認することに賛成

の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

はい、結構です。賛成全員と認めます。よって、報告第 1号は、承認することに決しました。 

 

日程第 4 報告第 2号 

議 長（白石雄二） 

日程第 4、報告第 2号 高松町営住宅外部改善（14 号棟）工事第 1回変更請負契約に係る専

決処分の報告についてを議題といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありません

か。はい、岡田議員。 
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5 番（岡田選子） 

 工事の追加が 440 万ということです。それでその工事内容は 4つここに挙げられているとお

りだと思いますが、これまでの答弁でも、追加工事がなるべく起こらないようにというような

ことで、答弁もいただいております。 

 しかしまあ実際に事前に調べたものと、実際に工事に当たったときに、誤差が出るっていう

のは、まあこれは仕方ないことだというふうには思っております。 

 それでですね、この 1、2、3、4で、どのくらいの違いがあったのかということをですね、ち

ょっと具体的にね、箇所数とか分かるんでしたらですね、言っていただけたらと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

古川課長。 

 

住宅政策課長（古川弘之） 

御質問にお答えします。 

まず 1点目の外壁の補修箇所の数なんですけれども、当初目視によって、設計のときに算定・

想定したんですが、実際に足場を組んで打診調査等を行ったところ、大幅に増えたということ

で。 

全体を挙げるのはちょっと難しいかもしれませんが、例えば、ひび割れ箇所につきましては

57.2 メートルほど増えているとか。 

あとは、欠損箇所につきましては、結構、昭和 52 年に建てられたものですので、かなり傷み

――。実際には傷みがひどかったということで、欠損箇所につきましては 122 か所とかですね。

そういったところで、外壁の補修箇所が増えたということになっています。 

あとですね、2点目、電気の分電盤につきまして、やはり当初の設計のときから腐食というの

は見られたんですが、実際に工事に入ってみると、腐食の具合がかなりひどかったということ

で、当初は単なる補修っていうか、一部補修で考えていたんですが、全体的な分電盤を取り替

えるというふうな内容に変わっております。 

それからあとは、大屋根西側妻面角波鋼板及び下地Ｃ形鋼の修繕ということで、これも、高

いところの部分なんですけれども、足場を組んで、実際に見なければ分からなかったというこ

とで、この部分はかなり雨水とかで浸食されて腐食が激しかったものですので、角波鋼板とか

その辺を取り替えたところになっています。 

以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 今後ですね、これ 14棟ですけど、また 15 棟、16 棟って工事が進むんだろうと思うんですけ

ども、そのときに、やはり今回のこういう増加、追加工事とかを、考慮しながら、やはり見積
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もっていけばですね、こういう追加工事っていうのが極力減っていくっていうことになってい

くんでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

古川課長。 

 

住宅政策課長（古川弘之） 

先ほど申しましたように、設計の当初ですね、やはり経年劣化の具合とかそういったものを

想定しまして、設計を行っているんですけども、実際に足場を組んで打診調査をしてみるとで

すね、やはり具合のほうが変わってくるということで、なかなかですね、変更箇所が減らない

というふうな状態になっています。 

ですけども、そういった、なるべく契約の変更がないようにですね、今後とも努めてまいり

たいと思っています。 

以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

はい。ほかにありませんか。質疑を終わります。報告第 2号 高松町営住宅外部改善（14号

棟）工事第 1回変更請負契約に係る専決処分の報告について、町長報告を終わります。 

 

日程第 5 議案第 1号 

議 長（白石雄二） 

日程第 5、議案第 1号 令和 3年度水巻町一般会計補正予算（第 8号）についてを議題といた

します。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。はい、中山議員。 

 

6 番（中山 恵） 

6 番、中山です。繰越明許費のところでの公共交通等再構築事業委託料についてのことでお聞

きいたします。 

過去にですね、先輩議員たちがこのような公共交通についての委員会で、議論がなされてき

たものと、私は聞いております。そのときも、このような委託料が組まれていたと思うんです

が、また同じような事業をなされるのに、新たに委託料が必要なのでしょうか。度々委託料が

組まれるということはどうかなと、私は考えております。 

以前、事業委託で策定されたものは、無駄になったというふうに私は思います。 

その点について、町長はいかがお考えでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

町長。 
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町 長（美浦喜明） 

無駄とかそういうことはないと思いますけど。 

今、言われているのは、私が町長になる前の話だと思っております。私になってからは、公

共交通の推進はしておりません。なぜならば、その時期に、まだまだいろんなところをやって

いくところが優先されてですね、唯一、田中元町長が継続されてきました福祉バスを優先しよ

うという決断をいたしまして、その当時、公共交通はストップさせていただいております。 

そして、今回は改めてですね、いろんな施設が整備されてようやく――。 

それと、時代も変わりましたので、ようやく全体的な見直しをやっていこうというところで、

今回、やっておるわけでありまして、無駄とかそういうことは決してありません。 

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかにありませんか。岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

民生費の保育士等の処遇改善について伺います。 

この処遇改善は、今回、国の補正予算でですね、現場で働く保育士や放課後児童支援員や、

社会的養護従事者等の処遇を改善するための各種補助金ということで、今言われてありますの

が、1人 9,000 円とかいう金額で、処遇をよくしていこうということなんですけども、町にも下

りてきてると思うんですが、総務省とか、いろんな、厚労省とか内閣府とかからの書類を見ま

すと、この補助金はですね、各現場で働く地方公務員の処遇改善にも必要な費用についても対

象になっているということですよね。 

それで今回の経済対策の趣旨を踏まえた上で、本事業の対象となる職員の処遇について改め

て検討いただくなど、適切に対応していただくようお願いいたしますという、国から県を通し

て下りてきてるんだと思うんですけども、今回、保育士の処遇改善につきましてですね、町の

職員の、特に会計年度任用職員ですけど、その方が除外されてると思うんですけども、そのこ

とについてはどのような検討をされたんでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 

 

総務課長（大黒秀一） 

お答えいたします。 

 おっしゃるとおりですね、地方公務員についても処遇改善の対象とはなってございます。 

 私のほうでも、検討はいたしましたけれども、まず保育士、正規職員につきましては、また、

任期付き職員につきましては、給与表で給与が定まっておりまして、これを改善するためには、

昇格させるとか、給与表の額を上げるとか、ということになりますと、ちょっとほかの職員と

のですね、一般職と同じ給与体系になっておりますので、無理があるだろうというような結論
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を一ついたしております。 

 それから、会計年度任用職員でございますけれども、そもそもですね、資格をお持ちだとい

うことで、一般の職員、会計年度任用職員とは給与の差をつけております。これが月額にすれ

ば大体 1万円近くの差があるということでですね、そういったところも見まして、ひとつ見送

ろうということと、あとですね、任期付き職員と会計年度任用職員の給与の差が縮まることに

よって、任期付き職員の方の、まあ別の意味で少し不満とかですね、そういったことも考慮し

て、今回ちょっと様子を見ようということにしております。 

 この結論に至るに当たりまして、近隣を当たってみたんですけども、岡垣町に公立の保育所

がありますが、水巻と同じような対応をしているというふうに聞いております。 

 以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

はい、岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 ということはですね、やはり検討したけれども、今の処遇は十分だというふうに判断したと

いうことに――。この補助金の趣旨を理解してるならばですね。水巻町は、水巻町の町立保育

所に勤める保育士の処遇は、会計年度任用職員に関わらず、任期付き職員に関わらず、それは、

処遇は十分だというふうに判断したと受け止めてよろしいんでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 

 

総務課長（大黒秀一） 

 それが十分であるかということはですね、ちょっとなかなか判断しにくいところがあるんで

すけれど、このコロナ禍にですね、保育士以外の職員もですね、かなり頑張って仕事してきて

おります。 

 で、まあ、保育士のみですね、給料を上げるということはいかがかということもですね、検

討した中で話をしております。 

 今、先ほども申しましたように、まあ、十分かどうかということは少し分かりかねるところ

もあるんですけども、一般職とは少し差をつけている。会計年度任用職員につきましてはです

ね。差をつけていると。――いうところで、理解していただきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

はい、岡田議員。 
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5 番（岡田選子） 

 あの、補助金の趣旨を理解されてないんじゃないでしょうか。 

今回の補助金の趣旨は、公務員の皆さんもですね、現場の公務員の皆さんにも、っていうこ

とがきちんと書かれてありますよね。 

だから、どこと比較するかっていうと、一般職と比較っていうことじゃなくてですね、やは

り保育労働というところの単価がですね、ちゃんと見合った単価かどうかということが大事な

んだろうというふうに思うんですけど、それについて、じゃあ町の保育労働者は十分だという

ふうに受け止めたとしか――。こちらはですね。そういうふうに判断したとしか考えられない

んですよね。 

 職員の皆さん、町の町立保育所の保育士さんたちは、もう十分もらってるからいいでしょ、

という判断ですか？町長。 

 

議 長（白石雄二） 

町長。 

 

町 長（美浦喜明） 

民間と公立の保育所、今、北九州・遠賀郡も含めて、なぜ公立から民間に移行するかと。そ

れはですね、やはり人件費等の問題も含まれてるじゃないですか。 

だから、今の直営である、第二保育所の保育士の先生たちは、ちゃんと対応はされていると

思っておりますし。 

ただ今、国が言ったような、民間が結構低いから、少し上げたほうがいいんじゃないかとい

うのが今の世論じゃないかと思っております。 

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかにありませんか。質疑を終わります。議案第 1号 令和 3年度水巻町一般会計補正予算

（第 8号）については、関係の各常任委員会に付託いたします。 

 

日程第 6 議案第 2号 

議 長（白石雄二） 

日程第 6、議案第 2号 令和 3年度水巻町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号）につ

いてを議題といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 2号 令和 3年度水巻町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第 2号）については、総務財政委員会に付託いたします。 
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日程第 7 議案第 3号 

議 長（白石雄二） 

日程第 7、議案第 3号 水巻町一般職職員の給与に関する条例等の一部改正についてを議題と

いたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 3号 水巻町一般職職員の給与に

関する条例等の一部改正については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 8 議案第 4号 

議 長（白石雄二） 

日程第 8、議案第 4号 水巻町特別職職員の給与等に関する条例の一部改正についてを議題と

いたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 4号 水巻町特別職職員の給与等

に関する条例の一部改正については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 9 議案第 5号 

議 長（白石雄二） 

日程第 9、議案第 5号 水巻町個人情報保護条例の一部改正についてを議題といたします。た

だいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 5号 水巻町個人情報保護条例の

一部改正については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 10 議案第 6号 

議 長（白石雄二） 

日程第 10、議案第 6号 水巻町企業版ふるさと納税地方創生基金条例の制定についてを議題

といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 6号 水巻町企業版ふるさと納税
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地方創生基金条例の制定については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 11 議案第 7号 

議 長（白石雄二） 

日程第 11、議案第 7号 水巻町児童少年相談センター設置及び運営条例の一部改正について

を議題といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 7号 水巻町児童少年相談センタ

ー設置及び運営条例の一部改正については、文厚産建委員会に付託いたします。 

 

日程第 12 議案第 8号 

議 長（白石雄二） 

日程第 12、議案第 8号 北九州都市圏広域行政推進協議会の廃止に関する協議についてを議

題といたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 8号 北九州都市圏広域行政推進

協議会の廃止に関する協議については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 13 議案第 9号 

議 長（白石雄二） 

日程第 13、議案第 9号 町道の路線認定についてを議題といたします。ただいまから質疑を

行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 9号 町道の路線認定については、

文厚産建委員会に付託いたします。 

 

日程第 14 議案第 10 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 14、議案第 10号 令和 4年度水巻町一般会計予算についてを議題といたします。ただ

いまから質疑を行います。質疑はありませんか。はい、岡田議員。 
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5 番（岡田選子） 

 教育問題について伺います。 

 町長の所信の中にも、現場には引き続きスクールカウンセラー・スクールサポートスタッフ

などを置きまして、成長を支援していくというふうに書かれてありますが、予算書では 142 ペ

ージのＩＣＴ教育推進事業費なんですけども、前年度は 5300 万、今年度は 3900 万予算となっ

ております。大変大きなＩＣＴ教育の予算でございます。 

 こういう中で、コロナ禍の中ですね、リモート授業が水巻町では進んでおりません。 

 1 人 1台のタブレットということで、国が、まあ望みはしませんでしたけれども、予算つけて

ですね、1人に 1台そういうふうに配ったわけです。 

 それがまあコロナ禍で学級閉鎖、学年閉鎖等がある中で、なかなかそのタブレットが活用さ

れてないという実態がありますので、やはり福岡市や北九州市、ほかのところで進んでいたり、

全国的にも進めている自治体がある中でね、水巻町が手がつかない、手がついていないってい

うこの状況のね、まあ理由と、あと今後この、予算化がされてないんですね。この中の、3926

万の中の予算にそのリモート授業のね、推進のための予算が含まれているのか。そこについて

お願いします。 

 

議 長（白石雄二） 

佐藤課長。 

 

学校教育課長（佐藤 治） 

 御質問にお答えいたします。 

ＩＣＴに関する予算でございます。令和 4年度の当初予算においては、リモート授業のため

の予算は含まれておりません。 

リモート授業につきましては、教育的な意義、また効果、それから子供に対する心身への影

響。当然、技術的なところもございますけれども、当町といたしましては、しっかりその辺の

検証を、水巻町で行って、課題の整理をしながら進めていくようにしております。 

先進して行っている自治体においても、いろいろと課題のほうが、聞こえてきておりますの

で、その辺をしっかりと把握しまして、教育委員の意見も聞きながら、しっかりと議論を進め

ていきたいと思っております。 

そして、予算措置につきましては、その辺の議論の中で、教育活動として本当に必要という

予算が明確になりましたときには、予算措置をしていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

はい、岡田議員。 

 

5 番（岡田選子） 

 私もやっぱり対面授業を大事にしてもらいたいっていうのがね、一番あります。 
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 けれども、その対面授業ができないっていう状況が長引いたときにね、やはりリモート授業

で、やっぱり授業に参加させる、補うっていうことを、町が子供の教育の機会均等っていうか

ですね、学ぶ権利を支えるためにはね、やはり、そこはやっぱり確保した上で、その対面授業

を充実していくっていうことじゃないと。 

結局、学級閉鎖されたり学年閉鎖されたりした場合、まあ先生は、プリントなり、何か御指

導あるんだろうと思いますけど、じゃあそれだけで果たしていいのかっていうね。 

まあ、親御さん、保護者の皆さんの不安もありですね。まあ低学年の場合はまあそうでもな

い、小学校の場合はそうでもないのかもしれませんけど、中学校ぐらいになるとですね、なか

なかやっぱり、学校が休みになったりすると心配になってくるっていうことになってくるんだ

ろうと思うんです。 

だから、それをしっかりフォローできる体制づくりはね、町には求められていると思うんで

すよね。 

だから、よそでできてるし、これからまただんだん進んでくるんだろうと思うので、担当課

としてはね、どうしてもらえれば進むのか。リモート授業を進めていけるのか。そこをちょっ

とお話いただきたいと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

はい、佐藤課長。 

 

学校教育課長（佐藤 治） 

 御質問にお答えいたします。 

先ほどの答弁いたましたように、技術的なところも一つあります。 

それから、子供たちへの影響というのが、まだまだ分かっていないというようなことがござ

います。授業のやり方。それから子供たちの集中力だったり、積極的に緊張感を持って取り組

めるか。リモートで取り組めるかっていうようなところもございます。 

あと、技術的にＷｉ－Ｆｉが弱かったり、通信速度が遅かったりとか、途中で画面が消えた

りというようなところがございます。そういったところの問題、情報モラル等、しっかりとや

っぱり時間をかけていく必要があると思っております。そこら辺につきましては、ＩＣＴ支援

員と協力しながら、連携を取りながら、進めているところでございます。 

当然、前に進めていく必要があるというふうには思っておりますので、新たな取組として、

これは可能性あるものでございますので、新たな教育機会として検討を進めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 
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5 番（岡田選子） 

 ぜひですね、やはりいろいろ影響はあるかとは思いますが、まあ今どきの子供は私たち大人

よりも上手に扱うので、その辺はどうなのかなと。まあその時間とかね、視力が悪く、とかい

ろいろ、問題が関係する悪影響もありますけど、やはり前向きに、少し予算が足りないならで

すね、スタッフの予算が足りないなら、町長のほうに補正していただいて、しっかり進める方

向でですね、取り組んでいただきたいというふうに思っておりますので、また補正が出たりす

るのを楽しみにしております。 

 それと一つお聞きしたいのが、予算書の 169 ページの保健体育総務費の中で、これまであり

ました「ゆう・あい倶楽部」っていうんですかね。総合型地域スポーツクラブの運営補助金 100

万円っていうのが、まあカットされてますよね。これは、これまでにも、昨年度あたりからい

ろいろ課長からちょっとずつお話はありましたけど。まあ自立してもらうんだというような話

がありましたけれども。 

 この考え方についてね、やはり高齢化人口が増える中でね、ここを広げていこう、生涯スポ

ーツ、高齢者の皆さんが気軽に安くスポーツに触れる機会をということで、このゆう・あい倶

楽部を立ち上げていったんだろうと思うんですけど。 

 その予算を削って、まあ充実してもらいたいといっても、なかなかちょっと今、そういう状

況になっているのかどうかですね。 

 やっぱりそこは、町が支えていくっていうことがね、町民の皆さんにとってもそれはありが

たいことだと思うので、ここの考え方をですね、ちょっとお伺いいたします。 

 

議 長（白石雄二） 

高祖課長。 

 

生涯学習課長（高祖 睦） 

 町の体育事業につきましては、基本的にはゆう・あい倶楽部もそうですし、体育協会も、各

スポーツの推進等に寄与していただいております。 

 ゆう・あい倶楽部さんにつきましては、一昨年ですね、ＮＰＯ法人を取得しまして、自立自

主運営という形で取組をされておりまして、まあその中で補助をなくしてもですね、自立して

やっていけるんじゃないかっていうところで、令和 4年度から補助金を削除させていただいて

おります。 

 ただ、一応、12 節の委託料の中で、ゆう・あい倶楽部にお願いしておりますけども、各種ス

ポーツ大会の委託費とか、そういった事業を、補助金ではなくて、事業として委託をお願いし

ながら、今後ともスポーツ推進と健康増進に寄与していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかにありませんか。質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 10号 令和

4年度水巻町一般会計予算については、関係の各常任委員会に付託いたします。 
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日程第 15 議案第 11 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 15、議案第 11 号 令和 4年度水巻町国民健康保険事業特別会計予算についてを議題と

いたします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 11 号 令和 4年度水巻町国民健康

保険事業特別会計予算については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 16 議案第 12 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 16、議案第 12 号 令和 4年度水巻町後期高齢者医療特別会計予算についてを議題とい

たします。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 12 号 令和 4年度水巻町後期高齢

者医療特別会計予算については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 17 議案第 13 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 17、議案第 13 号 令和 4年度水巻町公共下水道事業会計予算についてを議題といたし

ます。ただいまから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。ただいま議題となっています、議案第 13 号 令和 4年度水巻町公共下水

道事業会計予算については、文厚産建委員会に付託いたします。 

以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。本日は、これをもって散会いたします。 

 

 

午前 10時 40 分 散会 

 


